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ＳＴＯＰ！消費税増税、年金・生活保護費の引き下げ、社会保障改悪

３月３１日（月）10:00～16:00 チカホ（地下歩行空間大通り北東側）

今年の重税反対統一行動は、4月からの８％への消

費税増税を目前に開催され、増税中止の怒りの集会・

行動となりました。

札幌中部民商を中心とした中部集会は、中央区の教

育文化会館で開催され、民商会員など320人が参加。

集会後は確定申告の集団提出で中央税務署までデモ行

進をした後、各税務署へ分かれて出発しました。

札幌東部集会は、民商のほか年金者組合・生活と健

康を守る会・新婦人・共産党などの実行委員会主催

で、白石区のベルクラシックフローラを会場に開催し

280人が参加。集会後は参加者で、会場前の菊水円形

歩道橋に勢ぞろいし、シュプレヒコールをしました。

道生活と健康を守る会の重税反対統一行動は、市内

5カ所の会場に171人が参加しました。

3/14新婦人札幌協議会主催の就学援助相談・集団申請が行われ、

25人が参加しました。この日は22件の申請で19件が受理（収入超

過で不可ケースもあり）。最近の4年間では最も多い申請となりまし

た。夫婦が3組、男性も4人が参加しました。申請の理由としては、

夫の失業、病気、負債を抱えている、生活が大変、離婚したなどが

多くなっています。

相談会に向け、札幌東支部では28校中25校の「1日入学」でチラ

シを配布し、事前に問い合わせのあった5人と、直接会場に来た6人

と合わせて11人が参加、北支部では、10校の「1日入学」でチラシ

を配布したところ、5人が当日参加しました。

就学援助支給単価の引き上げについて市へ要望と陳情～市が予算化と回答
文部科学省は4月から消費税増税に対応し、就学援助の支給単価に2.8％を上乗せすることを今年1月に通

知しました。ところが札幌市では、体育実技用具・修学旅行費など4項目については増税分を上乗せで予算化

しましたが、学用品費、通学用品費、新入学児童生徒学用品費、宿泊を伴わない校外活動費は予算化されてい

なかったため、札幌社保協と道生連ではこの分の上乗せを市に要望し、市議会へも陳情しました。3月初旬に

市から要望分についても予算化しましたとの回答があり、陳情は取り下げることにしました。
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